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通勤途中、公園の桜も満開ですね。皆様、お元気でお過ごしでしょうか。海外で活躍する日本代表岡崎慎司、今

季加入したマインツ（ドイツ）で欧州主要リーグでは日本人 5 人目となる 2 桁得点を挙げ、日本代表では歴代単独

3 位となる通算 38 得点を記録。香川真司のマンチェスター・ユナイテッドは欧州ＣＬ決勝トーナメント準々決勝

第 1 戦の 2 試合が 1 日に行われ、昨季王者バイエルン・ミュンヘンと激突する。ＡＣミラン（イタリア）の本田

圭佑はホームでキエーボを 3-0 で下し、イタリアサッカーに適応しつつある。あとはゴールだけ。長友祐都のイン

テル・ミラノ（イタリア）は 32 試合連続でＰＫがない。最後にＰＫを蹴ったのは昨シーズンの 5 月 8 日でそれ以

来今期は一度もない。リトルなでしこＵ-17Ｗカップでベネズエラを 4-1 で破り決勝進出。決勝は 4 日。 中村 

平平平成成成 222666 年年年 444 月月月 111 日日日よよよりりり消消消費費費税税税８８８％％％ににになななりりりままましししたたた。。。   

工事に係る消費税のポイント（１） 

「契約日」ではなく「引渡し日」時点の税率が適用されます。請負契約の場合の原則として 

物の引渡しを要するもの  ～ 目的物の全てを完成し相手方に引き渡した日 

物の引渡しを要しないもの ～ 約した役務の全ての提供を完了した日 

となります。契約日が消費税増税前であっても、引渡しが 4月 1日以降であれば８％の消費税率が適用されます。 

工事に係る消費税のポイント（２） 

消費税増税（4 月 1 日）の半年前（平成 25 年 10 月 1 日）より前に締結した契約は、旧税率（５％）が適用され

ます。工事の請負の場合、一般的に契約から引渡しまでに時間がかかること等を考慮し、指定日（平成 25 年 10

月 1 日）前に締結した工事その他請負に係る契約に基づくものについては、引渡しが４月１日以降であっても旧

税率（５％）が適用されます。 

＜注意＞増額変更があった場合 

経過措置の適用工事であっても、指定日（平成 25年 10月 1日）以降に変更契約により増額された場合は、その増

額された対価の部分については、増税後の税率（８％）が適用されます。 
 

25.09.30まで 25.10.01以降 26.04.01以降 適用関係 

○契約  △引渡し 旧税率（５％） 

    

 ○契約 △引渡し 新税率（８％） 

    

    ◎増額変更 △引渡し 新税率（８％） 

○契約  △引渡し 旧税率（５％） 

詳細はこちら参照ください。http://www.mlit.go.jp/common/001028725.pdf （藤田） 

 

 

Q：施工体制台帳とは？  

A：施工体制台帳は、施工体系図とともに、元請業者

が施工体制を的確に把握することで、工事の適正な

施工を確保し、下請業者に対する適切な指導を行う

目的で作成されます。現在は、監理技術者の常駐が

必要な大規模工事について作成が義務付けられて

いますが、平成２６年３月７日、国土交通省より、

公共工事を受注した建設業者が下請契約を締結す

るときは、その金額にかかわらず施工体制台帳を作

成し、その写しを発注者に提出するものとする、

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関す

る法律」の一部改正案が公表されています。(佐藤) 

 

 
 
  

材料:生おから 200ｇ片栗粉 100ｇ水 150ｇ塩少々 

よく混ぜ、適当な形にまるめて、そのままスープ、鍋などに入

れよく加熱します。もっちり食感が楽しめ、食物繊維もたっぷ

り摂れます。葱、大葉、胡麻などお好みの風味をつけるも良し 

 

脳記憶を高めるレシチンを多く含み、リノール酸豊富であり、

その栄養価が高いオカラ。豆腐を作る際の残渣物
ざ ん さ ぶ つ

ですが、食物

用としては消費しきれず、通常は産業廃棄物として処理されま

す。近年では化粧品、菓子類、バイオ燃料として注目されてい

ます。日本国内では、なにかと良いこと尽くしのオカラですが、

お隣の中国では強度の不足した材料を使用した手抜き工事な

どを「オカラ工事」と称し、良い意味では使われておりません。

（佐久間） 

  

http://www.mlit.go.jp/common/001028725.pdf

